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CLC006
出力振幅可変シリアル・デジタル・ケーブル・ドライバ

アプリケーション
■ デジタル・ルータ、ディストリビューション・アンプ
■ デジタル伝送ライン用同軸ケーブル・ドライバ
■ ツイスト・ペア・ドライバ
■ 民間、業務放送用シリアル・デジタル・ビデオ・インタフェース
■ SMPTE、SONET/SDH、ATM互換ドライバ
■ バッファ・アプリケーション

概要
　CLC006は、シリアル・デジタル・ビデオ・データ伝送規格である
SMPTE259Mをサポートするように設計された、モノリシックの高速
ケーブル・ドライバです。CLC006は 400Mbpsまでのデータレートで、
75Ωの伝送ライン（Belden8281相当）をドライブします。制御された出
力の立ち上がり、立ち下がり時間（650ps typical）は、信号の変化によ
り引き起こされるジッタを最小にします。出力電圧レベルは 1.65Vで
あり、高精度で、低ドリフトの内部バンドギャップ・リファレンスによ
りセットされます。これにより、終端された75Ωケーブル端で800mV

の振幅を実現できます。出力振幅は外付け抵抗により、0.7Vp－ p～
2Vp－pまで調整可能です。
　CLC006のAB級の出力段により、他の設計と比べ低消費で、外付け
バイアス抵抗も必要ありません（両出力終端で185mW）。差動入力は、
規定された同相入力範囲内で、200mVp－pからECLレベルまで広範囲
なデジタル信号を扱うことができます。以上のことから、CLC006はデ
ジタルアプリケーションにおいて、優れた汎用高速ドライバといえま
す。
　CLC006は単一＋5Vもしくは－ 5.2V電源を使用し、8ピン SOICで
提供されます。

主な仕様
■ 650psの立ち上がり、立ち下がり時間
■ データレート 400Mbps

■ 200mVの差動入力
■ 低ジッタ（25pspp）

特長
■ 外付けプルダウン抵抗不要
■ 出力振幅調整可能
■ 差動入出力
■ 低消費電力
■ 単一＋ 5Vもしくは、－ 5.2V電源
■ GS9008と置き換え可能

代表的なアプリケーション

ピン配置図（8-Pin SOIC）

ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容が最新でない場合があります。
        製品のご検討およびご採用に際しては、必ず最新の英文データシートをご確認ください。
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Note 1: "絶対最大定格 "とは、この値を超えるとデバイスの安全を保障できない制限値のことを意味します。デバイスがこの規格値で正常
に動作することを意味しているわけではありません。"電気的特性"の表にデバイスの実際の動作条件が示されています。

Note 2: Min/Maxはプロダクトの特性評価及び、シミュレーションに基づいています。個々のパラメータは、記載の条件で試験しています。
品質は出荷検査のパラメータにより保証されています。

Note 3: 特性は＋ 25℃で全数、＋ 85℃で抜取で検査しています。
Note 4: 特性はウェハ・プローブにより＋35℃で全数検査しています。
Note 5: 特性は設計により保証されています。
Note 6: 波形の20％から80％の間を測定しています。
Note 7: 両出力 150Ωをドライブさせ 270Mbpsで測定しています。

絶対最大定格（Note 1）

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照下さい。

電源電圧 6V

出力電流 30mA

最大接合部温度 ＋ 125℃
保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃
許容リード温度（ハンダ付け 10秒） ＋ 300℃
ESD耐圧（HBM） 1000V

パッケージの温度抵抗
　θJA表面実装AJE 125℃/W

　θJC表面実装AJE 105℃/W

信頼性情報
　トランジスタ数 72

　MTTF 254Mhr

推奨動作条件

電源電圧範囲（VCC－VEE） ＋4.5V～＋ 5.5V

電気的特性（特記のない限り、VCC＝ 0V、VEE＝－ 5V)
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動作説明

入力のインタフェース
　CLC006の入力は高インピーダンスであり、エミッタ・フォロワに
バッファされた差動入力です。シングル・エンドの信号も入力すること
ができます。入力信号を供給する送信ラインはCLC006に近接して、
適切に終端されなければなりません。Figure  2、Figure  3に示すA.C.

もしくはD.C.カップリングが用いられます。Figure  2、4、5にテブナ

ン等価抵抗ネットワークがどのように入力終端、バイアスを提供して
いるか示しています。入力D.C. 同相電圧範囲は VCC－ 0 .8V～
VCC－2.5Vです。入力信号とバイアスを加えたものが決められた同相
電圧範囲を超えてはいけません。入力信号が800mVp－pの時、標準的
な入力バイアス範囲はVCC－ 1.2V～VCC－ 2.1Vです。
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6 動作説明（つづき）

出力のインタフェース
　Figure  6に示すCLC006のAB級の出力段は出力トランジスタにスタ
ンディング電流を必要としません 。従って、バイアスもプルダウン抵
抗も必要ありません。この構成の利点は、低消費電力であり、外付け部
品点数が少ないということです。出力は負荷に対して、A.C.もしくは
D.C.カップリングされます。バンドギャップリファレンスは、正しく
終端されている時、出力電圧レベルをF100Kもしくは10K ECL相当に
設定します。その出力は 10K ECLと同じ温度係数を持っていません。
従って、10K ECLをドライブする時、全温度範囲に渡り、ノイズマー
ジンが減少します。F100Kは完全に電圧、温度補正されているので、
F100Kとの接続においてはノイズマージンは影響を受けません。
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動作説明（つづき）

出力振幅調整
　CLC006の出力H、Lレベルは、Figure  8に単純化して示す回路によ
り決定されます。出力H、Lレベルは、REXT-H（ピン 3）、REXT-L（ピン
4）と電源間に接続される外付け抵抗ネットワークにより、個別に決定
されます。抵抗ネットワークは、内部で生成されるバイアス電圧VH、
VLの変動による出力H、Lレベルの変動に影響を与えます。標準的な
出力H、Lレベルは、REXT-H、REXT-Lピンを接続しない状態で、それぞ
れVCC－1.7V、VCC－3.3Vになります。出力電圧レベルを決定する内
部コンポーネントは正確な比率になっていますが、その絶対値は標準
で、約± 15％までしか調整されません。
　しかし、外部調整がなくても、出力電圧変動は微少に抑えられてい
ます。最終設計では、製品の製造上のバラツキ、外付け部品による外部
調節出力電圧のバラツキを調整して下さい。
　Figure  9に示す回路により、出力電圧振幅は減少します。Figure  10

のグラフから選択した抵抗1つはピン 3、ピン 4間に挿入します。また、
Figure  11に示す回路により、出力電圧振幅を増加できます。抵抗Rの
値を出す為に Figure  12を用います。これらの2回路、及びそれに付属
するグラフにおいては、CLC006は標準の150Ω負荷を前提としていま
す。出力負荷は、出力振幅及び出力H、Lレベルに影響を及ぼすことに
注意してください。CLC006にかかるD.C.負荷が、150Ωから大きく離
れているときは、抵抗を出力レベルに一致するよう選択してください。



6http://www.national.com

C
L

C
00

6 動作説明（つづき）
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動作説明（つづき）

出力の立ち上がり、立ち下がり時間
　出力負荷コンデンサは、出力の立ち上がり、立ち下り時間に大きく
影響します。浮遊容量のような負荷コンデンサの影響は、バックマッ
チング抵抗を出力ピンに近接配置したり、すべての相互接続配線の短
縮化で減少させることができます。Figure  13に、150Ω負荷に並列負荷
コンデンサを挿入したときの、立ち上がり時間に対する変化を示しま
す。
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6 PCB配線例

　回路基板のレイアウトは、CLC006の性能に影響を与えます。以下の
ガイドラインは、デバイスの性能を活用することを目的としています。
・ 最適な性能を得るために、グランド・プレーンもしくは、電源/グラ
ンド・プレーンを挟み込んだ設計にする。

・ デバイスの電源ピンから0.1インチ（2.5mm）以内のところに、6.8µF

のタンタル電解コンデンサと並列に、0.01µFモノリシック・セラ
ミック・コンデンサを挿入しバイパスする。

・ 短く、左右対称のグラウンド帰還パスを、入力、供給バイパスコン
デンサ、出力負荷に作る。

・ 短く、接地された保護トレースを以下に加える。
－ パッケージのセンターラインの下。
－ デバイスのピンから 0.1インチ（2.5mm）。
－ ヴィアを経由して、基板の上部及び下部。

評価基板
　図式による、パーツ・リストと最適な評価基板用の配線を以下に示し
ます。配線、シルク・スクリーン、グランド層のパターンを示していま
す。個々の回路基板は、アセンブルされていない状態で弊社から入手
可能です。この評価基板、パーツナンバーCLC730056を注文される際
は、お近くの代理店もしくは、弊社カスタマ・レスポンス・センタにご
連絡ください。（この評価基板はCLC007の評価基板と、いくつかの部
品が必要ないだけで、同じ物になります。）
　評価基板を用いることにより、適切な回路設計を行うことができ、
試作、測定を容易にできます。この評価基板は、CLC006で応用できる、
多くのアプリケーション回路用に設計されているため、必要でない部
品もしくは、値を変えるべき場合もあります。評価基板は "－5"と記
された場所に、2つのジャンパーを取り付けることにより、標準的な
ECL供給電圧から電源を受け取ります。PECLの場合は "＋ 5"と記さ
れた場所にジャンパーを取り付けます。
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PCB配線例（つづき）
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6 PCB配線例（つづき）
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NOTE
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　本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。また掲載内容
は予告無く変更されることがありますのでご了承下さい。

生命維持装置への使用について
　弊社の製品はナショナルセミコンダクター社の書面による許可なくしては、生命維持用の装置またはシステム内の重要な部品として使用す
ることはできません。

1. 生命維持用の装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用さ
れることを意図されたもの、または（b）生命を維持あるいは支持す
るものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用
された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与えると予想
されるものをいいます。

2. 重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべ
ての部品をいい、これの不具合が生命維持用の装置またはシステム
の不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが
予想されるものをいいます。

ナショナルセミコンダクタージャパン株式会社
本　社／〒 135-0042　東京都江東区木場 2-17-16　TEL.(03)5639-7300

製品に関するお問い合わせはカスタマ・レスポン
ス・センタのフリーダイヤルまでご連絡ください。

フリーダイヤル�

0120-666-116

ち
き
ゅう
にやさしい

みどりをまも
る

この紙は再生紙を使用しています

http://www.nsjk.co.jp/

外形寸法図 特記のない限り inches(millimeters)
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